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▲❸地域おこし協力隊の皆さま ▲❼縁日、ハロウィーンウォークと区を
　越えた活動も応援します！

▲10未経験は現場・実践あるのみ（小山）

▲12よく頑張った大陽くん（中央） ▲14台湾の方々は優しい ▲13ゆずりはの会の皆さま

2022年の個人的「10大ニュース」

❶40回超えの対話会を開催！
　人と人をつなぐ「つなぐ課準備室」設置！

❷チャレンジ補助1.8億円獲得し
　32名の雇用創出！

❸地域おこし協力隊等、新規で5名！

❹マイナンバーカード申請ありがとう。
　県内1位、全国で38位。
　上位市町が挑戦できる補助金を申請！

❺企業との連携協定続々。
　民の提案100件超！

❻総合計画づくりは100名以上の
　町民が参加！

❼すっだい補助金を新設。
　区・民間の20団体が採択！
　ママさんの区を越えた活躍に感動！

❽ONSENガストロノミー
　食べ歩きツアーを初開催！

❾町民が望む複合施設の建設！
　（カフェ、コインランドリー、休憩スペースなど）

10山菜が減少。
　わらび・筍園地を復活中。

次点だけど伝えたい！
11総合開発㈱や観光協会に、若手が続々入社。
12ふるさと納税、あきらめずに行動！昨年比を超える。
13月山なんばこに「超激辛」新登場！
14台湾語の勉強を始める。

新年のごあいさつ　西川町長　菅野大志

「うさぎ」は月山の神のお使いと言われています。
縁のある兎のように、ピョンピョンと前に進みます！
「対話」と「利他」で、がんばります！

　新年あけましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりました。昨年は、８年ぶりの企
業誘致の成功に加え、町民の皆さまと町の計画づくりが実現するなど、私の「すっだい」ことが実
現できました。
　今年の干支は、うさぎ年。西川町の代名詞。月山の神のお使いは「うさぎ」。うさぎは、悪運から
逃れる力があると言われています。西川町にとって縁起よい年、月山のご縁年の年として、町民の
皆さまの「すっだい」ことを実現できるよう、町外の方 と々連携しチャレンジしていきます。

今年の抱負

昨年、大小46回の対話会は継続し、日程は町報に掲載
アイデア勝負の補助金を得て、西川町での雇用を創出
　補助金：R３：0.1億円➡R４：1.8億円➡R５：５億円
　・間沢区での複合施設の建設
　・入間区での木質バイオマス発電付き次世代型ハウス園芸
　・小山・岩根沢を中心とした山菜園地再整備
　・大井沢地区の地域商社設立支援
町立病院維持に向けた方針を早期に提示
区・町民の「すっだい」ことを実現する事業を継続
地域間留学を実現し「教育の西川」を広報
タブレット全戸配布を通じて、安心便利な暮らしを追求

覚悟と実行
　年末はアイデア勝負の補助金申請に向けてパソコンに向かう時間が長くなりました。自身が描
くアイデアで、国から５億円獲得できるかできないかを決すると思うと色々考え、肩こりもあり、し
びれも感じます。
　身体がしんどいけれどがんばるのは・・・笑顔を見たいからです！喜びを分かち合いたいから。
　職員を中心とした官民チームで悶絶しながらも対話を重ね、補助金を獲得した時は抱き合う
ほどの歓喜がたまりません！できるだけ、民のセクターで事業を行い、町内に資金・経験を収める。
　私は、昨春にお約束した通り、公務員時代に得た地方創生11年の行政経験と公私で得た
2,500人以上の人脈を西川町（利他）に使います。西川町民や西川に関わるすべての皆さまの
ご多幸と健康を祈念しまして、ごあいさつといたします。ともに前に歩みを進めましょう！

▲公募に応じた83名の町民がまちづくり協議
　会に参加

▲がんばる職員にお礼します



生産年齢人口増加を目指して──

令和４年度１２月補正予算の概要

❶稼ぐ・稼ぎ続けるまちづくり　❷安心・安全なまちづくり
❸物価高騰対策　❹新型コロナウイルス感染症対策

移住定住に要する経費／４２０万円
三大都市圏に所在する民間企業などの社員を受け入れ、そのノウハウや知見を活かし、地域独自の魅力や価値の向上、地
域経済の活性化につながる業務に従事する「地域活性化起業人制度」を活用し、ＳＤＧｓ・ゼロカーボン施策や道の駅にし
かわの経営に係る支援を行っていただきます。

除雪全般に要する経費／ 2,000 万円
町道及び公共施設駐車場の冬季除雪作業において使用する除雪機械
（ドーザ・ロータリ）の不具合や故障箇所を修繕し、効率的に確実な除雪
を行います。

令和4年度12月補正予算の概要

関係人口創出拠点整備事業／534万６千円
町に来なくても何らかの関わりをもつ関係人口を創出するための拠点として、都市部の駅中に町の食材を提供するカフェ
を開店するための先行事例調査、メニュー開発や食材供給体制、運営体制などの事業計画の立案を行います。

テレワーク用職員端末整備事業／ 1,323 万７千円
新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するほか、ウィズコロナ下においても町の業務を切れ目なく継続するため、職員が役
場以外の場所で執務できるテレワーク用の端末（ノートパソコン）を整備します。

12月補正予算の４つのポイント

月９日の町議会定例会において、令和４年度西川町一般会計
補正予算（12月補正予算）が議決されました。「生産年齢人口

の増加」の実現に向け、引き続き「稼ぐ・稼ぎ続けるまちづくり」にかかる政
策経費のほか、「安心・安全なまちづくり」や物価高騰対策、新型コロナウ
イルス感染症対策経費を盛り込んだ予算となりました。12月補正予算の
主な事業について紹介します。

予算規模　1億2 , 1 7 6万1千円

社会福祉施設等原油価格等
物価高騰対策支援事業／ 760 万円
燃料高騰や電気料値上げの影響を受けている介護施設及び福祉施設事業
者（老人福祉センター・ケアハイツ西川・とこしえ西川）の経済的負担を軽減
し、福祉サービスの安定した事業継続の支援を行います。

交流センターあいべ大ホール音響設備
改修事業／ 246 万５千円
音響設備の経年劣化により音質が低下し、各種公演などに支障をきたして
いることから、大ホールの音響設備を改修します。

❶稼ぐ・稼ぎ続けるまちづくり

❷安心・安全なまちづくり

❸物価高騰対策

❹新型コロナウイルス感染症対策

その他の補正

12

町公共施設光熱水費・燃料費の増額／ 2,152 万４千円
物価高騰に伴い、町公共施設である役場庁舎、大井沢支所、にしかわ保育園、保健センター、町立病院、小中学校、交流センター
あいべ、町民体育館、歴史文化資料館及び公共下水道浄化センターの電気料、燃料費の予算を増額します。
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まちかどコラム

町の各事業や取り組みについてご紹介します。

▲多くの方々から対話会に参加していただきました
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新
た
に
１
名
の
協
力
隊
員
、

　
　

２
名
の
地
域
活
性
化
起
業
人
が
着
任
！

　東京都八王子市出身の21歳、空き家の活用
やイベントを通じた関係人口の拡大などに
取り組みます。具体的には、コケを活用した
事業や、農業の取り組み、また、劇団の誘致
などをやりたいと考えています。
　私の取り組みに興味のある方、ぜひお声が
けください。一緒に作り上げていきましょう。
これからよろしくお願いいたします。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

中
川　
拓
夢 

さ
ん

な
か
が
わ　
　
　

た
く
む

令
和
４
年
11
月
25
日
〜

　滋賀県出身で、バックパック（リュック
サック）で世界一周後、中学校教員を経て
「つなぐ」をテーマにテントサウナを活用し
たリトリートツアーや自然教育の村、みんな
のファームヴィレッジを立ち上げました。
　豊かな自然や文化を生かした「住みたい」
「行きたい」魅力的なまちづくりに取り組み
たいと思っております。

地
域
活
性
化
起
業
人

澤
田　
敏
之 

さ
ん

さ
わ  

だ　
　
　

と
し
ゆ
き

　滋賀県出身の45歳、妻と息子２人の父、仲
間から「ほりっくす」と呼ばれ、滋賀で建築
業界に15年以上、フリーランス８年、株式会
社CASEに２年半在籍しております。フード
バンク活動で多くメディアに取り上げられた
際、株式会社CASEと出会い、現在の活動を
開始し、その中でも得意分野は家のリフォーム
と“おせっかい”です。子どもが喜ぶことを考
えるのが大好きでPTA会長もやっております。

地
域
活
性
化
起
業
人

堀　
豊 

さ
ん

ほ
り　
　

  

ゆ
た
か
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町では、町民の皆さんと一緒に考えながら、皆さんが
必要とする施策を実現するため、各種対話会を開催
しています。町民・町外の方、誰でも参加できます!
ぜひ、皆さんのご参加をお待ちしております。

　
株
式
会
社
ロ
ー
ヤ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
様
（
本
社
：
東
京
都
豊
島

区
）
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用
し
た
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
、
代
表
取
締
役
・
水
登
健
介
様

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
観
光
地
再
生

（
廃
墟
解
体
等
）
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
寄
附
活
用
事
業
：
観
光
地
再
生

と
観
光
サ
ー
ビ
ス
高
付
加
価
値
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
周

遊
型
観
光
、
謎
解
き
ゲ
ー
ム
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
寄
附
金
額
：
８
０
０
万
円

第
２
回
路
線
バ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
「
路
線
バ
ス
・
交
通
の
対
話
会
」を
受
け
て

寒
河
江
駅
線
の
増
便
に
つ
い
て

寒
河
江
駅
発
（
道
の
駅
に
し
か
わ

行
）

▪
午
後
２
時
台
の
増
便

▪
午
後
５
時
台
の
増
便

　
２
便
の
増
便
に
つ
い
て
は
、
寒
河

江
市
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
に
し
か
わ-

寒
河
江
駅

線
」
は
山
交
バ
ス
の
撤
退
し
た
平
成

29
年
度
以
降
、
西
川
町
と
寒
河
江

市
と
で
路
線
距
離
の
按
分
に
よ
り

経
費
負
担
し
共
同
運
行
の
形
を

取
っ
て
お
り
、
一
便
増
便
す
る
に
は

年
間
約
１
０
０
万
円
の
経
費
が
増

額
と
な
る
こ
と
か
ら
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

河
北
病
院
線
に
つ
い
て

県
立
河
北
病
院
発
（
道
の
駅
に
し
か

わ
行
）

▪
午
後
４
時
20
分
発
（
谷
地
高
校
前

午
後
４
時
23
分
）
の
増
便
（
デ
マ
ン

ド
運
行
）
を
１
月
５
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。
利
用
す
る
場
合
は
当
日
の

10
時
ま
で
予
約
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
よ
い
路
線
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
で

協
議
し
、
可
能
な
限
り
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課

　
☎
０
２
３
７‐

74‐

４
１
１
８

㈱
ロ
ー
ヤ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
様

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
㈱
様

　

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会

社
様
（
本
社
：
東
京
都
墨
田
区
）
か

ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

活
用
し
た
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
菅

野
町
長
か
ら
代
表
取
締
役
副
社
長

執
行
役
員
・
脇
坂
克
也
様
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
ご
寄
附
は
、
観
光
地
再
生
（
廃
墟

解
体
等
）
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
寄
附
活
用
事
業
：
観
光
地
再
生

と
観
光
サ
ー
ビ
ス
高
付
加
価
値
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
寄
附
金
額
：
５
０
０
万
円

対
話
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

１/15(日)　１３：３０～１６：３０
　第3回産業振興複合施設整備に係る
　町民ワークショップ
　　■目的：産業振興複合施設整備に向けたワーク

　　ショップを開催

　　■会場：役場第2庁舎第３・４会議室

　　■対話の方法：ワークショップ　
　　 【問】商工観光課　☎0237-84-0566

　

１/17(火)　１９：００～　
　町長との対話会（海味）
　　■目的：地区の現状と課題の把握

　　■会場：海味公民館

　　■対話の方法：座談会　
　　 【問】総務課　☎0237-74-2119

　

１/21(土)　１４：３０～
　まちづくり町民会議報告会
　　■目的：第７次総合計画案の説明

　　■会場：交流センターあいべ

　　■対話の方法：報告会　
　　 【問】政策推進課　☎0237-74-2112

　

１/24(火)　１９：００～
　高校・大学などの就学支援についての
　対話会
　　■目的：西川町に帰ってきてけローン（仮称）

　　　　返済補助金案、西川町育英奨学金の緩和

　　■会場：役場第2庁舎第３・４会議室

　　■対話の方法：座談会
　　 【問】学校教育課　☎0237-74-2114

１/29(日)　１０：３０～
　町長との対話会（綱取）
　　■目的：地区の現状と課題の把握

　　■会場：綱取公民館

　　■対話の方法：座談会　
　　 【問】総務課　☎0237-74-2119

　

２/４(土)　１４：３０～
　第３回西川町総合政策審議会
　　■目的：第７次総合計画案の説明

　　■会場：役場第2庁舎第３・４会議室

　　■対話の方法：審議会　
　　 【問】政策推進課　☎0237-74-2112

　

５月中旬　予定
　西川バスストップの移動
　　■目的：高速バスストップ移動要望の把握

　　■会場：役場第2庁舎第３・４会議室

　　■対話の方法：ワークショップ　
　　 【問】建設水道課　☎0237-74-2116

対 話 会 カレン ダ ー

まちかどコラム

町の各事業や取り組みについてご紹介します。

まちかどコラム

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
感
謝
状
を
贈
呈

11月７日の対話会の様子



今月のまちの情報をお届けします。

ひ
と
足
早
い
春
を
西
川
か
ら
お
届
け

啓
翁
桜
出
発
式
を
開
催

　
今
期
の
啓
翁
桜
の
初
出
荷
と
な

っ
た
12
月
13
日
、啓
翁
桜
出
発
式

が
吉
川
の
促
成
施
設
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
町
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
啓
翁

桜
生
産
拡
大
の
た
め
生
産
団
地
を

造
成
。今
年
度
で
計
画
し
て
い
た

園
地
整
備
の
す
べ
て
が
完
了
し
、

町
内
の
園
地
は
34
・１
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
り
ま
し

た
。町
内
の
今
期
の
販

売
計
画
数
量
は
前
年
を

上
回
る
41
万
３
千
本
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

皆さんの周りの身近な話題をお寄せください。政策推進課情報推進係   
　　0 2 3 7-74 - 4 4 0 3　　　　 joho@town.nishikawa.yamagata . jp

▲メール送信

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
11
月
27
日
、第
46
回
西
川
町
壮

年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
体

育
館
で
開
か
れ
、町
内
３
チ
ー
ム

が
出
場
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。会
場
は
、和
や
か
な
が
ら

も
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
で
、家

族
の
応
援
を
う
け
た
選
手
た
ち
は

思
い
思
い
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
試
合
は
３
チ
ー
ム
の
総
当
た
り

戦
で
行
わ
れ
、Ｍ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
チ
ー

第
46
回
西
川
町
壮
年
バレ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

▼
成
績
▽
優
勝
＝
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
第
２
位
＝
入
間
▽
第
３
位
＝
吉

川

▲にしかわＧＡＳＳＡＮの冬・オープニングイベント

▲熱戦が繰り広げられました

　

12
月
21
日
、西
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
役
場
や
交
流

セ
ン
タ
ー
あ
い
べ
、町
立
病
院
な
ど

町
内
６
つ
の
施
設
に
門
松
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
門
松
は
同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の

方
々
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、松
や
梅
、ユ
ズ
リ
ハ
な
ど
の
縁

起
の
良
い
植
物
が
あ
し
ら
わ
れ
た

計
11
基
が
各
施
設
の
新
年
の
玄
関

を
彩
り
ま
し
た
。

役
場
の
玄
関
に
手
作
り
門
松

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
製
作

▲シルバー人材センターの皆さんから門松を寄贈していただきました

　
11
月
22
日
、今
年
度
第
１
回
目

の
西
川
町
広
報
委
員
会（
後
藤
武

郎
委
員
長
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
、町
報
や
お
知
ら
せ

の
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
町
が
行
う
広
報
や
情
報
発

信
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
ご

意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、広

報
事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、「
菅
野
町
長
就
任

以
降
、情
報
発
信
が
活
発
に
な
っ

た
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
ら
れ
な
い
方
に

も
配
慮
す
べ
き
」な
ど
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

西
川
町
広
報
委
員
会
を
開
催

▲広報委員会が開催されました

待
ち
に
待
っ
た
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

町
民
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

青
山
潤
一
氏
か
ら

町
に
寄
付
金
１
０
０
万
円

　
「
西
川
町
の
各
種
施
策
の
推
進

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
、12
月
15

日
に
青
山
潤
一
氏（
寒
河
江
市
）か

ら
町
に
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲菅野町長に寄付金を手渡す青山潤一氏 ▲荒天のため、ロッヂの中で神事が行われました

月
21
日
ま
で
営
業
す
る
予
定
で
す
。

　

12
月
16
日
、西
川
町
民
ス
キ
ー

場
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、リ

フ
ト
や
同
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営

す
る
月
山
観
光
開
発
㈱
の
社
員
や

地
権
者
、ス
キ
ー
関
係
者
な
ど
が

シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
を
祈
り
ま

し
た
。シ
ー
ズ
ン
中
は
、月
山
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
に
よ
る
ス
キ
ー
教
室
や
バッ

ジ
テ
ス
ト
、町
民
ス
キ
ー
大
会
な

ど
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。ゲ
レ
ン

デ
の
積
雪
状
況
に
よ
り
ま
す
が
３

　
に
し
か
わ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｎ
の
冬・

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
12
月

17
日
、弓
張
平
公
園
パ
ー
ク
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
、総
勢
50
名
が
参

加
し
、本
格
的
な
冬
季
イ
ベン
ト
の

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
パ
ー
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
、

30
名
の
参
加
者
が
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｎ
の
冬・オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベン
ト

２０２２年版
西川町の人の動き

お問い合わせ
町民税務課　☎０２３７‐74‐4118

※2022年１月１日～12月26日

●出生：10人 ●死亡：120人

●婚姻：３組●転入：  87人
●転出：111人 ドライバーの方に安全な出荷をお願いしました



　
園
児
た
ち
が
家
族
に
踊
り
や
歌

な
ど
を
披
露
す
る
「
ぶ
な
の
森
発

表
会
」
が
12
月
17
日
、
に
し
か
わ

保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
観

覧
で
き
る
人
数
を
制
限
す
る
な
ど

コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
の

開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
、
ま
た
参
加
し
た
家
族

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
子
ど
も
た

ち
に
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
昨
年

は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
卯
年
は
兎
の
跳
ね
る
姿
か
ら
飛

躍
の
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

飛
躍
す
る
年
に
す
る
た
め
に
も
、

兎
に
角
ま
ず
は
心
身
と
も
に
健
康

で
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　           

（
黒
田
）

今
月
の
表
紙

西川町について詳しく知りたい方、ご意見・お問い合わせなどは、
町のホームページhttps://www.town.nishikawa.yamagata.jpをご覧ください。

12／26　現在の人口と世帯数　人口　男  2,304人　女  2,470人　計  4,774人　世帯数  1,789  （　）は前月比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（－1）　　   （－7）　　  （－8） 　　　     （－2）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　この「西川町ふるさと納税」制度は、西川町をふるさとと思い、愛する皆さまからの寄附をお願いし、個
性豊かで特色のある地域やふるさとづくりを進めるために取り組むものです。いただいたご寄附は小中
学生の給食費の無償化や、高校生を持つご家庭への支援など、町の重要な施策に活用されます。
　個性豊かで特色ある地域やふるさとづくりに一歩一歩取り組んでいきますので、ぜひ、皆さまのご支援
をお願いします。

ふるさと納税返礼品の新商品ご紹介

詳しくは　　　西川町　ふるさと納税　　で検索！
町ホームページに詳細を掲載していますので、あわせてご覧ください。

啓翁桜 
ここ西川の地で技術を駆使し、春の
美しい桜を寒さ厳しい時期に咲かせ
ようと愛情いっぱいかけて育ててま
いりました。

寄附金額

10,000円

ふる里の月山切り餅 
山形県産水稲もち米100％を使用し、
臼と杵でつきあげた本物のお餅で
「コシ」が違います。

寄附金額　
5,000円

月山メイプルシロップ 
月山山麓に自生するイタヤカエデの
樹液100%のメイプルシロップです。
濃縮してもサラサラでこくのある甘さ
は絶品です。

寄附金額

３６，０００円

N
E
T
W
O
Ｒ
K
に
し
か
わ（
八
〇
二
号
）　
令
和
五
年
一
月
四
日
発
行

□
編
集
発
行
／
山
形
県
西
川
町
　

〒
990-0792   西

川
町
大
字
海
味
510   ☎

0237-74-2111　
□
印
刷
所
／
㈱
若
月
印
刷
　

大
江
町
左
沢


